



















































































































































































































































































































あって、もともと朱子学が「御用学者」（ a	 scholar	 under	 the	 government’s
thumb）となるための学問体系であった訳では、さらさら無い。が、御多分に
漏れず、どのような学問も試験制度の中へと組み込まれ、これが受験教科となる
に及んで、そこに姿を見せるのは付和雷同を旨とする、その名の通りの「御多分
連」でしかなく、このような連中に福澤諭吉の説くような、前掲の提言ほど無駄
なものはない、と評しても構わないであろう。――「恐れ憚るところなく、心事
を丸出にして颯々と応接すべし。故に交わりを広くするの要は〔、〕この心事を
成る丈け沢山にして、多芸多能〔、〕一色に偏せず、様々の方向に由って人に接
するに在り」。
　と、このような「多芸多能〔、〕一色に偏せず、様々の方向に由って人に接す
る」態度（attitude→aptitude）のことを、本稿では「教養」と呼び、また「対
話」と称しているが、それは一種、人間の能力（aptitudo）でもあれば、文字ど
おりの習性や適性でもあって、その分、そこには個人の向き、不向きが問われ
ざるをえない。が、それにも拘らず、それは私たちの心構えや身構えや、要は姿
勢の問題であることも確かであって、であるから、これまた先刻来、福澤諭吉は
「人にして人を毛嫌いするなかれ」と諭し、あるいは昨今、ようやく私たちが
「アクティヴ・ラーニング」という名の、いたって稚拙なカタカナ表記で置き換
えているような、あの自主的で能動的な学習を、とっくの昔に「学問を勉強する
人」の必須の「術」として提起していた次第。――「書を読まざるべからず、書
を著さざるべからず、人と談話せざるべからず、人に向かって言を述べざるべか
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らず……」
　裏を返せば、それまで私たちの国の学問は、福澤諭吉の言う所の「実学」では
なく、もっぱら「読書」の学に過ぎず、そこでは専ら、ただ書（＝書物）を読む
ことばかりが行なわれ、これが繰り返されてきた感が強い。したがって、それが
和学（→日本学）であれ漢学（→中国学）であれ、ひいては洋学（→西洋学）で
あれ、いずれも「読書」の学であることに変わりはなく、ひたすら私たちは和書
や漢書や洋書を読み、とにかく書を読むことに心血を注いできた訳である。そし
て、そのことによって世間の、いわゆる「学者」の相当数には、書物が失われれ
ば知識の、すべてが消え、書物を手許に置かなければ何一つ、頭を働かすことの
出来ない状態が生じている、と福澤諭吉は揶揄しているが、そのような状態は昨
今、はたして「パソコン」（personal	 computer）好きの「学者」によって克服
され、とっくの昔に笑い話になっている、と私たちは安閑としていられるのであ
ろうか。
視察、推究、読書は〔、〕もって智見を集め、談話は〔、〕もって智見を交易
し、著書演説は〔、〕もって智見を散ずるの術なり。然（しか）り而（しこ
う）して〔、〕この諸術の中に、或いは一人の私（わたくし）をもって〔、〕
能（よく）すべきものありと雖（いえ）ども、談話と演説とに至っては必ずし
も人と共にせざるを得ず。〔中略〕然るに学問の道において談話〔、〕演説の
大切なるは既に明白にして、今日これを実に行う者なきは何ぞや。学者の懶惰
（らんだ）と言うべし。人間（じんかん）の事には内外両様の別ありて、両
（ふたつ）ながら〔、〕これを勉めざるべからず。今の学者は内の一方に身を
委（まか）して外の務めを知らざる者多し。これを思わざるべからず。私（わ
たくし）に深沈なるは淵の如く、人に接して活潑なるは飛鳥の如く、その密な
るや内なきが如く、その豪大なるや外なきが如くして、始めて真の学者と称す
べきなり。
